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令和 5 年第 4 回定例会（ 会期 12 月 5 日～20 日 ）

今

井

三

惠

子

前

川

成

巳

伊

丹

俊

也

松

本

孝

太

郎

前

田

彦

尚

野

口

恭

久

森

一

司

阪

井

亮

太

山

下

晴

夫

西

岡

加

津

子

認定第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 ３ 号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 ５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 ６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３３号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 員
発 議

発議第 ５ 号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　員　名

令和４年度九度山町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度九度山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい
て

認定

令和４年度九度山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定

令和４年度九度山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度九度山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい
て

認定

令和４年度九度山町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び
和歌山県市町村総合事務組合規約の変更について

可決

九度山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例について

可決

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町老人等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

九度山町コミュニティ消防センター設置及び管理条例の一部を改正
する条例について

可決

損害賠償の額の決定について 可決

令和５年度九度山町一般会計補正予算（第６号）について 可決

令和５年度九度山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につ
いて

可決

令和５年度九度山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に
ついて

可決

令和５年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

令和５年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第３号）について 可決

令和５年度九度山町下水道事業会計補正予算（第２号）について 可決

工事請負契約の変更について（中古沢コミュニティ消防センター新
築工事）

可決

令和５年度九度山町一般会計補正予算（第７号）について 可決

令和５年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第４号）について 可決

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　椎出　　上西　昭泰　氏

九度山町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条
例について

可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対

番　号 件　　　　　名 結果

認 定

諮 問 諮問第 １ 号
適任者と
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 案
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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条

例

の
一

部
を
改

正

す
る
条

例
に
つ
い
て

問

会

計

年

度

任

用

職

員

も

一
般
職
と
同
様
に
、
給
与
と

期

末

手

当

が

増

額

さ

れ

る

の
か
。
ま
た
、
令
和
５
年
４

月

ま

で

遡

っ

て

増

額

分

が

支
給
さ
れ
る
の
か
。

答

会

計

年

度

任

用

職

員

も

一

般

職

と

同

様

の

引

き

上

げ
と
な
り
ま
す
。

九

度

山

町

国

民

健

康

保

険

税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

問

こ
の
条
例
改
正
で
、
国
民

健

康

保

険

税

の

所

得

割

及

び

均

等

割

の

減

額

対

象

と

な
る
住
民
は
。

答

対

象

と

な

る

の

は

２

０

２
３
年
、
令
和
５
年

月
１

11

日

以

降

に

出

産

予

定

ま

た

は

出

産

の

国

民

健

康

保

険

被
保
険
者
で
、
妊
娠

日
以

85

上
の
分
娩
を
い
い
、
死
産
・

流
産
・
早
産
及
び
人
工
妊
娠

中

絶

の

場

合

も

含

ま

れ

ま

す
。

損

害

賠

償

の

額

の

決

定

に

つ

い
て

※

中

学

校

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

さ

れ

た

イ

ラ

ス

ト

に

対

し

、
イ

ラ

ス

ト

作

成

者

か

ら
「
無

断

使

用

さ

れ

て

い

る

。
無

断

使

用

に

対

す

る

損

害

賠

償

の

支

払

を

求

め

る

。
」

旨

の

請

求

が

な

さ

れ

ま

し

た

。
こ

れ

は
「
個

人

使

用

に

限

る

無

料

の

イ

ラ

ス

ト

」
で

あ

る

こ

と

の

確

認

が

充

分

で

な

か

っ

た

こ

と

が

原

因

で

す

。
話

し

合

い

の

結

果

、
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

の

期

間

の

使

用

料

を

支

払

う

こ

と

で

双

方

が

合

意

解

決

し

ま

し

た

。

問

同

意

の

文

書

を

締

結

し

た
後
、
こ
の
件
に
関
し
て
は

再

び

争

い

に

な

る

と

い

う

こ

と

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

よ

ろ

し

い

の

で

し

ょ

う

か
。

答

そ
の
通
り
で
す
。

問

本

件

以

外

に

著

作

権

侵

害

に

あ

た

る

イ

ラ

ス

ト

等

は
な
い
で
す
か
。

答

今

あ

る

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で
、
イ
ラ
ス
ト
等
の
使
用
に

つ

い

て

学

校

で

点

検

を

行

な
っ
た
結
果
、
同
様
の
事
例

は

な

い

と

報

告

を

受

け

て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
段
階

で

は

な

い

と

考

え

て

ご

ざ

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
九
度
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算

災
害
廃
棄
物
運
搬
処
理

業
務
委
託
料

問

６

月

の

豪

雨

災

害

で

発

生

し

た

廃

棄

物

の

現

在

の

保
管
状
況
は
。

答

現

場

で

保

管

し

て

い

ま

す
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

中
古
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

問

セ

ン

タ

ー

に

ア

ン

テ

ナ

ポ
ー
ル
を
立
て
、
そ
の
上
に

防

災

の

ス

ピ

ー

カ

ー

を

設

置
す
る
の
で
す
か
。

答

当
初
、
サ
イ
レ
ン
制
御
盤

を

新

設

す

る

予

定

を

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

既

設

の

制

御

盤

を

流

用

し

万

５

14

３

０

０

円

減

額

。

孤

立

集

落

無

線

の

電

波

の

受

信

状

況

を

考

慮

し

屋

外

に

ア

ン

テ

ナ

ポ

ー

ル

を

追

加

し

ま

す

。

な

お

、

現

在

中

古

沢

集

会

所

横

の

防

災

無

線

の

ス

ピ

ー

カ

ー

は

、

そ

の

ま

ま
で
す
。

問

ス

ラ

イ

ド

条

項

に

該

当

し
ま
す
か
。

答

今

の

と

こ

ろ

該

当

し

ま

せ
ん
。

※

ス

ラ

イ

ド

条

項

と

は

、
工

事

締

結

後

に

賃

金

水

準

ま

た

は

物

価

水

準

が

変

動

し

、

そ

の

変

動

額

が

一

定

割

合

を

超

え

た

場

合

、

建

設

工

事

請

負

契

約

書

第

条

に

25

基

づ

き

、

請

負

代

金

額

の

変

更

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

主
な
議
案
・
質
疑
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国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

活
用
し
た
支
援
事
業
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
と

家
計
急
変
世
帯
向
け
の

臨
時
給
付
金
に
つ
い
て

問

家
計
急
変
世
帯
の
定
義
と
、

全
部
で
何
世
帯
予
定
し
て
い

ま
す
か
。

答

家
計
急
変
世
帯
は
、
令
和

５
年
１
月
か
ら

月
ま
で
の

12

収
入
が
大
き
く
減
っ
て
住
民

税
非
課
税
世
帯
と
同
等
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯
が
対

象
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
合
わ
せ
て
６
０
０
世
帯

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て

問

飲
料
水
供
給
施
設
は
何
地

区
あ
る
の
か
。
対
象
に
な
る

世
帯
は
。

答

５
地
区
あ
り
ま
す
。

世
24

帯
で
す
。

¡

町
民
の
福
祉
増
進
に
必
要

な
財
源
確
保
に
努
め
る
こ

と

¡

滞
納
徴
収
で
町
民
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
不
納
欠
損
に
い

た
ら
な
い
よ
う
収
入
確
保

に
努
め
る
こ
と

¡

女
性
職
員
雇
用
増
を
評
価

¡

森
林
環
境
税
の
趣
旨･

目
的

の
町
民
へ
の
周
知

¡

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
更
な
る

九
度
山
町
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め

る
こ
と

¡
予
算
の
流
用
は
必
要
最
小

限
度
に
と
ど
め
る
こ
と

¡

予
備
費
を
補
正
で
増
額
し

て
い
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
。
予
備
費
本
来
の
主
旨
に

則
っ
た
予
算
執
行
に
努
め

る
こ
と

¡

国
保
税
滞
納
者
に
資
格
証

明
書
を
発
行
し
て
い
な
い

こ
と
を
評
価

¡

集
団
健
診･

が
ん
検
診
の
推

進

¡

水
道
の
老
朽
管
工
事
の
推

進

¡

「
役
場
庁
舎
建
設
基
金
」
の

計
画
的
な
積
み
立
て
を
要

望

那
智
勝
浦
町
・
印
南
町
訪
問

令
和
５
年

月
９
日
・

日
、

11

10

和
歌
山
県
内
２
町
を
訪
問
し
ま

し
た
。
１
日
目
は
那
智
勝
浦
町

消
防
新
庁
舎
に
て
、
女
性
消
防

団
員
の
取
組
及
び
活
動
内
容
に

つ
い
て
、
現
役
３
名
の
女
性
消

防
団
員
を
交
え
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
歌

山
県
土
砂
災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成

年
紀
伊
半
島
大

23

水
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
那
智
勝
浦
町
の
土
砂
災
害

の
映
像
と
パ
ネ
ル
、
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
砂
防
ダ
ム
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
保
健
事
業
社
会
福
祉
活

動
の
福
祉
の
拠
点
と
し
て
機
能

を
発
揮
出
来
る
施
設
、
印
南
町

防
災
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
令
和
５

年
５
月
竣
工
）
を
見
学
し
ま
し

た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長

森

一
司

国
城
寮
視
察

月

日
、
老
人
福
祉
施
設

11

25

「
国
城
寮
」
の
視
察
を
行
な
い

ま
し
た
。

国
城
寮
は
、
橋
本
市
・
か
つ

ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
・
高
野
町

の
１
市
３
町
に
よ
り
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

歳
65

以
上
で
一
人
ひ
と
り
の
個
別
性

を
尊
重
し
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
重
視
し
た
ホ
ー
ム
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
要

介
護
Ⅲ
か
ら
Ⅴ
の
介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
る
方
が
入
所
す
る
施

設
で
す
。産

業
厚
生
常
任
委
員
長

今
井

三
惠
子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

決
算
審
査
意
見
書

提
出

最

終

ペ

ー

ジ

に

視

察
写

真

を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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〈賛成〉
未だ収束が見えない新型コロナ感染症

や物価高騰など、本町を取り巻く厳しい

経済状況の中で、町民の生活や町内商工

業者、農家の経営はますます厳しさを増

している。このような状況の中で、町民

や地域経済にとって必要な公共サービ

ス・公共事業と健全な財政運営のバラン

スを考え、行財政運営が行われたものと

評価し、令和４年度九度山町一般会計歳

入歳出決算の認定に賛成します。

〈賛成〉

制度を持続可能なものにするために、高

齢者でも所得の多い人にはそれなりの

負担をしていただくのは致し方がない

と考えています。これ以上、現役世代に

負担をかけるわけにはいかないと思い

ます。超少子高齢化が進行する社会で

は、後期高齢者医療制度だけでなく、ど

の制度も全世代で能力に応じて負担す

る。これが基本になってくると思いま

す。

〈反対〉
２０２２（令和４）年１０月から医療費

窓口負担に２割負担が導入されました。

保険料は従来以上の引き上げ幅で連続

引き上げとなる危険性が指摘されてい

ます。これは後期高齢者医療制度の矛盾

と破たんを示すものです。後期高齢者医

療制度は本当に高齢者が安心して医療

を受けられる制度でないことは明らか

です。後期高齢者医療制度を廃止し元の

老人保健制度に戻すことを求める立場

から、後期高齢者医療特別会計決算認定

に反対します。

〈反対〉
格差が広がり、長引く物価高騰によって

住民が厳しい生活を強いられています。

これは政治の責任です。直接国政に関わ

る立場ではない一地方議員ですが、政治

を担う者として責任を感じます。このよ

うな町民の状況を鑑みれば、町民の代表

であり、町民の福祉の増進を図ることが

求められている議員が自らの期末手当

を引き上げることは、町民の理解を得ら

れないと考え、議員の期末手当引き上げ

に反対します。

〈賛成〉

この条例改正は、人事院勧告による国家

公務員の給与改定に準じる九度山町職

員の給与と期末手当等の増額改定に沿

って、町職員と同様に九度山町議会議員

の期末手当を引き上げる内容となって

います。人事院勧告の内容は、民間との

賃金格差を是正するなど妥当なもので

す。よって、議員の期末手当を引き上げ

ることに賛成します。

討
論
と
は
、
議
題
に
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の
意
見
を
表
明
し
、

例
え
ば
、
賛
否
を
決
定
し
て
い
な
い
議
員
を

自
己
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
「
賛
成
」
「
反

対
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
理
由
」
を
明
確
に

述
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

月
定
例
会
で
は
、
決
算
認
定
２
件
、
議

12

案
１
件
、
議
員
発
議
１
件
に
対
し
、
討
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

発議第５号
九度山町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について

後期高齢者医療特別会計決算認定

一 般 会 計 決 算 認 定

討

論
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一
般
質
問
と
答
弁

伊
丹

俊
也

議
員

問
一

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
生
活
を

ま
も
る
施
策
に
つ
い
て

質
問
①

国
の
「
物
価
高
騰
対
策

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
て
の
町
民
政
策
支

援
策
と
し
て
次
の
２
点
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。

①
低
所
得
者
支
援
の
７
万
円
（
一

世
帯
）
の
給
付
時
期
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

②
臨
時
給
付
金
の
推
奨
事
業
メ
ニ

ュ
ー
分
と
し
て
再
度
の
水
道

料
金
減
免
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

町
長

①
１
月
中
に
対
象
者
の
み
な
さ
ん

に
給
付
の
案
内
を
行
な
い
、
２

月
以
降
に
給
付
を
行
な
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
国
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
中

に
水
道
料
金
減
免
は
明
確
に

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
効
果

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
申

請
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
早
急
に
事
業
化
で
き
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
好
評

の
水
道
料
金
無
料
化
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
は
、
議
会
最
終

日
に
追
加
提
案
す
る
予
定
で
、

事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問
②

学
校
給
食
の
無
償
化
が

全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
臨
時
交
付
金
の
活
用
あ
る
い

は
町
単
独
事
業
と
し
て
学
校
給
食

費
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
尋
ね
ま
す
。

町
長

給
食
無
償
化
は
現
在
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
実
施
中
で
す
。

継
続
実
施
は
新
年
度
事
業
と
な
り
、

今
回
の
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し

て
実
施
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
単

独
事
業
と
し
て
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

再
問

学
校
給
食
無
償
化
は
、
物

価
高
騰
対
策
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も･

子
育
て
支
援
と
い
う
面
も
非

常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
町
民

の
評
価
が
高
い
学
校
給
食
費
無
償

化
を
、
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
を
財
源
と
し
て
継

続
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長

町
単
独
事
業
と
し
て
無

償
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。（
町
実

施
の
）
給
食
費
３
割
減
で
、
月
５

千
円
ほ
ど
だ
っ
た
給
食
費
が
、
月

２
千
円
台
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る
政
策
も
考
え
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
国
の
「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
」
や
県
知
事

公
約
の
給
食
費
無
償
化
が
進
め
ば
、

全
額
無
償
化
が
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

問
二

会
計
年
度
任
用
職
員
の

再
任
用
、
処
遇
に
つ
い
て

質
問
①

会
計
年
度
任
用
職
員
の

任
用
回
数
に
法
律
上
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
更
新
は
原
則
２
回
を
例
示
し
て

い
ま
す
。
本
町
は
更
新
回
数
制
限

を
行
な
う
の
か
。

町
長

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
実
績
に
基
づ
き
、
客
観
的
な
能

力
実
証
・
人
事
評
価
を
行
な
い
、

更
新
回
数
の
制
限
を
設
け
ず
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問
②

民
間
に
は
有
期
労
働
契

約
か
ら
無
期
労
働
契
約
に
転
換
さ

れ
る
「
無
期
転
換
権
」
が
あ
り
ま

す
が
、
公
務
労
働
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
計
年
度
任
用
職
員
で
希
望

す
る
人
を
一
般
職
常
勤
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

町
長

一
般
職
の
募
集
要
項
記
載

の
受
験
資
格
に
該
当
す
る
方
で
あ

れ
ば
、
受
験
に
制
限
を
設
け
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
公
平
性
を
担

保
す
る
制
限
は
つ
け
る
べ
き
か
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。
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山
下

晴
夫

議
員

問
一

介
護
保
険
を
活
用
し
た
住
宅
改
修

費
用
に
つ
い
て

質
問

介
護
保
険
を
活
用
し
た
住

宅
改
修
の
費
用
に
つ
い
て
は
20

万
円
以
内
で
あ
れ
ば
、
負
担
割
合

が
１
割
の
方
の
場
合
は
１
割
負
担

（

万
円
を
超
え
れ
ば
超
え
た

20
費
用
に
つ
い
て
は
全
額
自
己
負

担
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

１
割
負
担
の
町
民
が

万
円
の

30

住
宅
改
修
を
し
た
場
合
、

万
円

20

の
１
割
（
２
万
円
）
と

万
円
を

20

超
え
た

万
円
で
、

万
円
の

10

12

自
己
負
担
で
す
が
、
必
要
な
全
額

（

万
円
）
を
一
旦
業
者
に
支
払

30
っ
た
後
、
住
宅
改
修
費
の
申
請
に

よ
り
１
～
２
か
月
後
に

万
円

18

が
還
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
場
合
、
一
旦
多
額
の
お
金
を

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
出
来

れ
ば
支
払
い
時
に

万
円
で
済

12

む
よ
う
な
方
法
に
変
更
で
き
な
い

も
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

原
則
、
住
宅
改
修
費
の
支

給
方
法
は
被
保
険
者
が
一
旦
費
用

の
全
額
を
支
払
う
「
償
還
払
い
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
各
地

の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
「
受

領
委
任
払
い
」
と
い
う
支
給
方
法

も
あ
り
、
こ
の
受
領
委
任
払
い
を

行
う
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
の
一

時
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
る
こ
と

か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
問

前
向
き
に
と
い
う
回
答
を

頂
き
ま
し
た
が
、
相
手
の
あ
る
こ

と
で
す
か
ら
難
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
目
途
と
し
て
い
つ
頃
か
ら

実
施
で
き
ま
す
か
。

福
祉
課
長

施
工
業
者
と
の
調
整

と
か
、
住
民
へ
の
周
知
も
あ
り
ま

す
の
で
、
一
定
期
間
が
必
要
で
す

け
れ
ど
、
出
来
れ
ば
来
年
度
中
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
二

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

笠
木
地
区
で
は
２
度
イ
ノ

シ
シ
の
く
く
り
罠
に
、
熊
が
か
か

っ
て
い
る
し
、
目
撃
情
報
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
は
対
策
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

熊
に
は
何
の
対
策
も
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
考
え

を
尋
ね
ま
す
。

町
長

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
捕
獲
禁

止
と
さ
れ
て
い
る
。
本
町
と
し
て

は
、
防
災
行
政
無
線
や
啓
発
看
板

で
出
没
情
報
・
遭
遇
回
避
対
策
、

熊
に
遭
遇
し
た
時
の
安
全
対
応
等

の
普
及
啓
発
の
徹
底
が
１
番
の
対

策
と
思
わ
れ
る
の
で
、
遊
歩
道
や

登
山
口
へ
の
注
意
看
板
の
設
置
、

熊
よ
け
鈴
の
携
帯
の
徹
底
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
問

笠
木
地
区
を
考
え
る
と
、

九
度
山
町
・
高
野
町
・
か
つ
ら
ぎ

町
の
３
町
と
の
境
で
も
あ
る
の
で

３
町
が
１
つ
に
な
っ
て
の
対
策
は
、

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

町
長

熊
を
捕
獲
し
た
場
合
、
捕

獲
し
た
市
町
村
以
外
の
と
こ
ろ
に

は
放
て
な
い
と
の
ル
ー
ル
が
あ
る

の
で
３
町
で
の
合
同
対
策
は
基
本

的
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
三

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

質
問

来
年
度
か
ら
森
林
環
境
税

と
し
て
国
民
一
人
１
０
０
０
円
徴

収
さ
れ
ま
す
。
使
い
道
に
つ
い
て

は
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
意
向
調
査
と
間

伐
の
使
用
用
途
以
外
に
ど
の
よ
う

な
計
画
を
お
持
ち
か
、
お
尋
ね
し

ま
す
。

町
長

森
林
環
境
譲
与
税
の
按
分

は
、
森
林
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
に
も
譲

与
さ
れ
実
際
必
要
な
山
間
部
に
お

金
の
入
り
が
少
な
い
と
い
う
分
配

方
法
に
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
に
要
望

を
挙
げ
て
い
る
。
今
の
譲
与
だ
け

で
は
意
向
調
査
と
間
伐
ぐ
ら
い
し

か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

再
問

譲
与
税
４
５
０
万
円
積
み

立
て
て
い
る
と
、
国
に
も
の
が
言

え
な
い
の
で
、
積
み
立
て
は
や
め

て
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

町
長

積
み
立
て
は
し
ま
せ
ん
が
、

今
の
譲
与
税
で
は
間
伐
ぐ
ら
い
し

か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

国
に
は
大
き
く
方
向
転
換
の
要
望

は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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野
口

恭
久

議
員

九
度
山
町
民
の
火
葬
代
金
（
斎
場

使
用
料
）と
死
亡
弔
慰
金
に
つ
い
て

質
問

現
在
の
葬
儀
で
は
火
葬
が

主
流
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
本
町
に
は
火
葬
場
が
な
く
、

橋
本
斎
場
若
し
く
は
、
か
つ
ら
ぎ

斎
場
を
使
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

大
半
を
し
め
、
両
斎
場
と
も
斎
場

使
用
料
と
し
て
当
町
民
は

万
12

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
参
考
に

挙
げ
る
と
橋
本
市
民
が
橋
本
斎
場

を
使
用
し
た
場
合
は
３
万
円
、
か

つ
ら
ぎ
町
民
が
か
つ
ら
ぎ
斎
場
を

使
用
し
た
場
合
は
２
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
比
較
を
す
れ
ば
本
町
民

の
負
担
は
か
な
り
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
当
局
に
２
点
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

①
橋
本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
と
協
議

を
し
、
市
外
・
町
外
の
斎
場
使

用
料
の
減
額
交
渉
等
は
可
能

な
の
か
。

②
現
状
の
斎
場
使
用
料
の
場
合
に

は
、
現
在
福
祉
課
が
支
払
い
を

し
て
い
る
死
亡
弔
慰
金
５
万

円
を
増
額
し
、
町
民
の
斎
場
使

用
料
の
負
担
軽
減
が
出
来
な

い
も
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

本
町
に
は
火
葬
場
が
な
い

た
め
、
町
民
の
皆
様
の
費
用
負
担

が
大
き
い
こ
と
は
認
識
を
し
て
お

り
ま
す
。

橋
本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
で
は
１

回
あ
た
り
に
要
す
る
費
用
を
算
出

し
た
う
え
で
の
金
額
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
金

額
で
あ
る
た
め
、
使
用
料
の
減
額

交
渉
に
つ
き
ま
し
て
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お

り
ま
す
。
死
亡
弔
慰
金
の
増
額
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

再
問

橋
本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
へ

の
減
額
交
渉
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
困
難
で
あ
る
旨
は
理
解
し
ま
し

た
。し

か
し
、
死
亡
弔
慰
金
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
平
成

年
の
議
会

24

で
、
一
般
質
問
に
出
て
お
り
ま
す
。

こ
の
時
も
検
討
を
す
る
と
の
答
弁

で
す
の
で
、
今
回
は
九
度
山
町
民

が
少
し
で
も
負
担
が
少
な
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
九
度
山
町
を
目
指

す
た
め
に
も
、
是
非
と
も
増
額
を

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
再
度
町
長

に
伺
い
ま
す
。

町
長

現
状
死
亡
弔
慰
金
５
万
円

と
国
保
か
ら
３
万
円
の
計
８
万
円

が
出
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
本

町
民
は
４
万
円
の
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
近
隣
の
市
町
と
あ
ま
り
格

差
が
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

死
亡
弔
慰
金
の
増
額
に
は
再
度
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

前
田

彦
尚

議
員

問
一

富
有
柿
の
炭
疽
病
対
策
に
つ
い
て

た
ん
そ
び
ょ
う

質
問

今
年
、
柿
農
家
の
方
々
か

ら
耳
に
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
も
う
炭
疽
で
、
炭
疽
で
嫌
に
な

る
わ
」「
来
年
も
こ
の
よ
う
な
状
態

で
あ
れ
ば
富
有
柿
を
切
ろ
う
か
っ

て
、家
の
中
で
話
を
し
て
い
ま
す
」

「
耕
作
放
棄
地
か
ら
炭
疽
菌
が
飛

散
し
て
き
て
、
大
き
な
被
害
を
被

っ
て
い
る
」「
７
割
か
ら
８
割
や
ら

れ
た
」「
消
毒
を
し
て
も
中
々
効
き

目
が
な
い
」「
何
と
か
対
策
は
な
い

も
の
か
」
等
た
く
さ
ん
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
一
九
度

山
の
富
有
柿
の
産
地
は
守
れ
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
、
心
配
し
て

い
ま
す
。
幸
い
岸
本
知
事
は
、
第

一
次
産
業
、
農
業
・
林
業
・
水
産

業
に
力
を
入
れ
た
い
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
期
待
を
し
て

い
ま
す
が
、
当
局
の
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。

町
長

炭
疽
病
に
関
し
て
は
、
毎

年
そ
の
発
生
を
危
惧
し
て
お
り
、

今
シ
ー
ズ
ン
も
被
害
が
大
き
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
県
の
か
き
・
も

も
研
究
所
な
ど
で
は
、
炭
疽
病
防

除
の
研
究
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
当
町
と
し
て
は
、
機
会

を
捉
え
て
県
・
農
協
な
ど
関
係
機

関
に
対
策
の
強
化
を
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の

啓
発
活
動
に
協
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

再
問

実
は
先
日
か
き
・
も
も
研

究
所
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
研
究

員
の
方
の
話
で
は
「
昨
年
か
ら
本

格
的
に
研
究
し
て
い
る
」「
繁
殖
し

や
す
い
湿
度
・
温
度
が
あ
り
、
今

年
の
よ
う
な
天
候
は
そ
の
条
件
に

合
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
特
効
薬

は
な
く
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
や
ゼ
ラ

ン
等
の
薬
の
使
用
回
数
を
増
や

す
」「
品
種
改
良
に
つ
い
て
も
、
甘
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柿
は
矮
性
な
の
で
渋
柿
と
違
っ
て

わ
い
せ
い

改
良
し
に
く
い
」
と
の
事
で
あ
り

ま
し
た
。

そ
う
な
る
と
現
状
の
対
策
と
し

て
は
、
感
染
し
た
枝
の
除
去
や
農

薬
の
使
用
回
数
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

県
の
か
き
・
も

も
研
究
所
や
農
協
な
ど
関
係
機
関

に
薬
剤
の
早
期
完
成
に
向
け
て
の

働
き
か
け
や
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ

の
防
除
に
関
す
る
啓
発
活
動
へ
協

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問
二

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

質
問

先
ず
、
耕
作
放
棄
地
に
し

な
い
事
が
大
前
提
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
現
実
問
題
ど
う
し
て
も
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
一
旦
耕
作
放
棄
地
に
な

る
と
中
々
元
に
戻
す
こ
と
は
至
難

の
わ
ざ
と
言
え
ま
す
。
放
置
す
る

と
土
が
だ
ん
だ
ん
痩
せ
て
き
て
保

水
力
が
無
く
な
り
、
大
雨
が
降
る

と
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
然
災

害
か
ら
守
る
対
策
は
な
い
か
、
当

局
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長

少
子
高
齢
化
と
こ
れ
に
伴

う
農
業
者
の
担
い
手
不
足
と
い
う

問
題
も
背
景
に
あ
り
、
非
常
に
深

刻
で
現
実
的
な
問
題
と
し
て
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
使
わ
れ
て
い
る
農
地
を
使
え

る
う
ち
に
算
段
し
、
地
域
の
農
地

を
将
来
も
農
地
と
し
て
残
し
、
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
地
が
耕
作
で
き

な
く
な
り
、
借
り
手
を
探
し
て
い

る
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
農
業
委
員
会
や

と
JA

連
携
し
な
が
ら
、
貸
し
手
と
借
り

手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
む
な

ど
の
遊
休
農
地
防
止
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
現
在
の
対
策
を
継
続

し
な
が
ら
、
各
地
で
農
業
者
の
皆

さ
ん
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
耕

作
放
棄
地
の
使
い
途
を
含
め
た
地

域
の
将
来
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

町
が
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
◇
◆

一
般
質
問
と
は
？

◆
◇
◆

年
４
回
の
定
例
会
で
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、

報
告
、
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
一
般
質
問
と
い
い
ま
す
。

l

一
般
質
問
の
流
れ

議
会
の
開
会

↓

一
般
質
問
の
受
付

一
般
質
問
の
通
告
は
議
会
開
会
日
よ
り
受
け
付
け
、
そ
の
２
～
３
日
後

に
締
め
切
り
ま
す
。

↓

一
般
質
問
通
告
書
の
提
出

通
告
書
（
質
問
項
目
・
要
旨
、
質
問
の
相
手
等
を
記
載
）
を
議
長
宛
に

提
出
し
ま
す
。
事
前
通
告
制
を
と
る
の
は
、
質
問
す
る
議
員
も
答
弁
す
る

執
行
部
も
十
分
な
準
備
が
必
要
な
た
め
で
す
。

↓

一
般
質
問
項
目
と
質
問
順
の
決
定

議
長
の
許
可
を
得
て
、
質
問
項
目
が
決
ま
り
ま
す
。

質
問
順
は
、
九
度
山
町
議
会
で
は
通
告
書
提
出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↓

一
般
質
問

l
一
般
質
問
の
方
法

九
度
山
町
議
会
で
は
、
質
問
者
の
一
つ
の
質
問
に
答
え
る
側
が
一
つ
一
つ

応
え
る
「
一
問
一
答
方
式
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
回
数
は
、
一
つ
の
質
問

項
目
に
つ
い
て
３
回
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
議
長
の
許
可
が
あ
れ
ば
そ
れ
以

上
も
可
能
で
す
。
質
問
時
間
は
、
質
問
議
員
一
人
に
つ
き
執
行
部
答
弁
を
含

め
て

分
で
す
。

60
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10月 31日

11月

大収穫祭IN九度山

25日

30日

12月 5日

13日

14日

15日

20日

26日

28日

1月 21日 世界遺産マラソン

29日 和歌山県町村議会議長会

　臨時総会及び県幹部との意見交換会（和歌山市）

2月

8日 伊都橋本四市町議会議員研修会（かつらぎ町）

令和5年度議長・副議長・事務局長研修会（和歌山市）

町議会の活動日誌

決算審査特別委員会

　8日～9日

総務文教常任委員会視察研修（那智勝浦町・印南町）

 11日～12日

産業厚生常任委員会視察（国城寮）

 28日～29日

全国町村議会第67回議長全国大会（東京都）

議会運営委員会

本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

本会議

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

議会運営委員会、本会議、全員協議会、

議会広報編集委員会

議会広報編集委員会

議会広報編集委員会

　1日～2日

産業厚生常任委員会視察研修（徳島県上勝町）

 15日～16日

宛先 〒648-0198

九度山町大字九度山1190

議会事務局「議会広報編集委員会」あて

TEL 54-2019（代表）

FAX 54-4705（直通）

mail gikai@town.kudoyama.lg.jp

九度山町議会ホームページQRコード

次回、定例会は３月に予定されています。
日程が決まり次第、ホームページに掲示します。

https://www.town.kudoyama.wakayama.jp/

ご意見･ご要望をお待ちしております

編

集

後

記

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

本

年

も

九

度

山

町

議

会

を

宜

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。昨

年

は

、

天

災

に

悩

ま

さ

れ

た

年

で

し

た

。

６

月

２

日

の

線

状

降

水

帯

発

生

に

よ

る

水

害

・

土

砂

災

害

に

よ

っ

て

山

間

部

や

農

地
・
家

屋

へ

の

被

害

、

８

月

日

の

大

粒

の

雹

に

26

よ

り

、

収

穫

前

の

柿

に

多

大

な

被

害

を

及

ぼ

し

、

気

温

の

上

昇

で

柿

の

色

付

き

が

悪

か

っ

た

り

、

炭

疸

病

が

多

く

発

生

し

た

年

で

し

た

。和

歌

山

県

果

樹

試

験

場

か

き
・
も

も

研

究

所

で

は

、

炭

疽

病

の

新

農

薬

を

研

究

中

と

の

事

な

の

で

、

早

期

に

出

来

る

事

を

望

み

ま

す

。

本

年

は

、

天

災

や

病

気

に

悩

ま

さ

れ

ず

沢

山

良

い

柿

が

町

内

か

ら

全

国

に

届

く

事

を

願

っ

て

お

り

ま

す

。

▲ 老 人 福 祉 施 設 「 国 城 寮 」 ( 1 1 月 2 5 日 視 察 )

▲ 印 南 町 防 災 福 祉 セ ン タ ー ( 1 1 月 9～ 1 0 日 視 察 )


